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タによれば、全世界で 女性は約 37 億 249 万人、男性の方がやや多くて約 37













































「世襲」と考えるのが一般常識なのです。令和元年 5 月 11-12 日の産経・FNN
の調査結果では、女系天皇 賛成 64.2％   反対 21.4％、 女性宮家 賛成
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 これが皇室典範が依拠している「氏」の世襲観です。  
 
















































う個人だったわけです。織田信長は「織田 上総之介 平朝臣 信長」でした。




 このような氏と家の併存は、近代になって終止符が打たれます。明治 3 年 9 月
19 日、近代化・欧米化の一環として、姓も苗字もない庶民に苗字を名乗ること
















































































































































承で数えると 73 世代(代数は 126 代、北朝の天皇を加え、結婚しなかった天皇






＊明治天皇子女 男子―1/5 女子―4/10 合計 5/15 (成人数／誕生数) 
 孝明天皇子女 男子―1/2 女子―0/4  合計 1/6 
 仁孝天皇子女 男子―1/7 女子―2/8  合計 3/15 
 光格天皇子女 男子―1/10 女子―1/9 合計 2/19 







です。昭和 22 年、11 宮家 26 名の男性皇族が降下を強いられました。この旧宮































 平成 29 年９月、秋篠宮家の眞子内親王殿下の御婚約が内定し、平成 30 年の















年 11 月 17 日の明治天皇の大嘗祭において皇后(後の昭憲皇太后)の御拝は行わ
れませんでした。『昭憲皇太后実録』によれば風邪をひいておられたからです。
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